
一
郎
〕
君
等
が
居
て
學
科
の
時
間
に
は
同
じ
数
室
で
顔
を
合
せ
て
ゐ
た
の
だ

が
、
私
を
指
導
し
て
く
れ
た
の
は
こ
の
コ
ス
モ
ス
會
の
連
中
だ
っ
た
。
特
に

藤
田
、
長
谷
川
、
加
藤
〔
静
児
〕
の
三
氏
に
は
い
つ
も
、
作
品
の
批
評
を
し

て
も
ら
っ
て
ゐ
た
。

（
『
憶
ひ
出
す
ま
4

に
」
小
絲
源
太
郎
『
日
本
美
術
』
第
二
巻
第
四
号
明
治
美
術
研

究
号
。
昭
和
十
八
年
四
月
。
な
お
、
伊
豆
修
学
旅
行
の
詳
細
は
『
東
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
六
巻
第
三
、
第
四
号
参
照
。
）

確
か
に
、
藤
田
嗣
治
ら
の
ク
ラ
ス
（
西
洋
画
二
年
）
で
は
入
選
者
が
五
人
も
出

た
の
で
あ
る
か
ら
、
生
徒
の
興
奮
も
尋
常
で
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

文
展
は
、
そ
の
是
非
は
兎
も
角
、
画
家
や
彫
刻
家
の
登
龍
門
と
な
っ
た
。
し

た
が
っ
て
本
校
の
生
徒
た
ち
は
否
応
な
し
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
先
輩
の
和
田
三
造
は
「
南
風
」
に
続
い
て
「
熾
燻
」
（
四
十
一
年
第
二
回
文

展
）
が
最
高
賞
の
二
等
賞
を
獲
得
し
て
一
躍
画
壇
の
籠
児
と
な
り
、
文
部
省
留

学
生
に
選
ば
れ
た
。
美
術
の
分
野
の
文
部
省
留
学
生
は
従
来
本
校
教
官
、

卒
業

生
に
限
ら
れ
、
帰
国
後
本
校
の
教
壇
に
立
つ
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
た
。

（
和
田
は
正
木
直
彦
や
黒
田
清
輝
の
期
待
に
反
し
て
教
官
と
な
る
こ
と
を
辞
退
し
た
。）こ

の
よ
う
な
美
術
家
奨
励
法
は
生
徒
た
ち
の
夢
を
か
き
た
て
、
制
作
意
欲
を
燃
え

上
ら
せ
る
一
因
と
な
り
、
そ
こ
に
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
活
気
が
生
じ
た
が
、

反
面
、
文
展
入
選
の
み
を
目
ざ
し
、
平
常
の
勉
強
を
疎
か
に
し
か
ね
な
い
風
も

生
じ
、
学
校
当
局
を
悩
ま
す
こ
と
と
も
な
っ
た
。
な
お
、
本
校
は
創
設
以
来
い

わ
ゆ
る
純
正
美
術
と
美
術
工
芸
を
同
列
に
置
く
立
前
で
あ
っ
た
の
で
、
文
展
に

お
い
て
工
芸
部
門
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
本
校
工
芸
方
面
の
人
々
の
憤

慨
を
招
き
、
彼
ら
を
中
心
と
す
る
工
芸
の
文
展
参
加
運
動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

同同

四
十
三
年
七
月
十
一
日

⑪

大
沢
三
之
助
の
留
学

本
校
図
案
科
主
任
教
授
大
沢
三
之
助
は
、
明
治
三
十
九
年
十
月
二
十
四
日
付

で
文
部
省
よ
り
「
建
築
装
飾
研
究
ノ
為
満
三
箇
年
間
英
國
佛
国
及
伊
國
へ
留
学

ヲ
命
ス
」
と
の
通
知
を
受
け
た
。
留
学
期
間
中
の
図
案
科
建
築
学
の
授
業
は
、

大
沢
に
代
わ
り
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
助
教
授
関
野
貞
に
嘱
託
さ
れ
た
。
留

学
期
間
中
の
履
歴
を
「
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴
書
」
よ
り
転
載
す
る
。

明
治
四
十
年
一
月
廿
四
日
横
濱
解
痙
留
學
ノ
途
に
上
ル

四
十
一
年
四
月
廿
七
日
明
治
四
十
一
年
八
月
三
日
ョ
リ
英
國
倫
敦
ニ

開
催
セ
ラ
ル
ヘ
キ
第
三
回
萬
國
美
術
會
議
へ

出
席
ヲ
命
ス
（
文
部
省
）

日
英
博
覧
會
横
濱
正
金
銀
行
支
店
設
計
ノ
為

名
昏
大
賞
ヲ
受
ク

蹄
朝
ス

十
月
十
九
日

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
の
通
信
記
事
に
よ
る
と
、
大
沢
は
、
明
治

四
十
年
二
月
二
十
四
日
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
し
、
シ
ア
ト
ル
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
経
て
、
明
治
四
十
年
三
月
渡
英

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
四
十
一
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
パ
リ
に
滞
在
、

同
四
十
二
年
秋
に
は
イ
タ
リ
ア
を
訪
問
し
て
い
る
。
明
治
四
十
一
＿
一
年
三
月
に
は

国
費
留
学
満
期
と
な
る
が
、
私
費
留
学
廷
期
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。

同
四
十
三
年
九
月
三
日
英
国
発
の
加
茂
丸
に
て
帰
朝
。
帰
朝
後
は
、
建
築
学
会

の
常
議
員
と
な
る
。
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
の
四
月
と
五
月
の
『
美
術
新
報
』

に
「
第
三
回
万
国
美
術
会
議
に
就
い
て
」
の
報
告
を
発
表
し
て
い
る
。
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